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非
常
電
源
と
予
備
電
源
（
２
）

東京理科大学総合研究院
火災科学研究センター
教授
小林恭一 博士（工学）

細
に
つ
い
て
は
屋
内
消
火
栓
設
備
の
規
定（
消
則

12
条
1
項
4
号
の
主
要
部
分
）の
例
に
よ
る
ほ

か
、
そ
の
容
量
は
、
自
火
報
を
有
効
に
10
分
間

作
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
容
量
以
上
、
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

自
火
報
に
つ
い
て
は
、
こ
の
他
に
、「
受
信
機

に
係
る
技
術
上
の
規
格
を
定
め
る
省
令（
以
下

「
受
信
機
省
令
」）」で
、
P
型
1
級
受
信
機
等
に

は
原
則
と
し
て
予
備
電
源
を
設
置
す
る
こ
と
が

要
求
さ
れ
て
お
り（
受
信
機
省
令
3
条
13
号
）、

受
信
機
等
か
ら
電
力
を
供
給
さ
れ
な
い
方
式
の

中
継
器
に
つ
い
て
も
同
様
の
規
定（
中
継
器
に
係

る
技
術
上
の
規
格
を
定
め
る
省
令
3
条
3
項
3

号
）が
あ
り
ま
す
。

受
信
機
の
予
備
電
源
に
つ
い
て
は
、
密
閉
型

の
蓄
電
池
と
し（
受
信
機
省
令
4
条
8
号
イ
）、

17（
2
0
0
5
）年
3
月
の
改
正
で
導
入
し
た「
ナ

ト
リ
ウ
ム
・
硫
黄
電
池
設
備
」と「
レ
ド
ッ
ク
ス
フ

ロ
ー
電
池
設
備
」の
こ
と
で
す（
平
成
17
年
3
月

22
日
消
防
予
第
54
号
消
防
庁
予
防
課
長
通
知
第

1
）が
、
そ
の
後
ほ
と
ん
ど
普
及
し
て
い
な
い
た

め
、
本
稿
で
は
、
こ
れ
以
降
、「
直
交
変
換
装
置

を
有
し
な
い
蓄
電
池
設
備
」を
単
に「
蓄
電
池
設

備
」と
言
う
こ
と
に
し
ま
す
。

自
家
発
電
設
備
、
燃
料
電
池
設
備
及
び
直
交

変
換
装
置
を
有
す
る
蓄
電
池
設
備（
以
下「
自
家

発
電
設
備
等
」）が
自
火
報
の
非
常
電
源
と
し
て

認
め
ら
れ
て
い
な
い
の
は
、
作
動
開
始
に
多
少

時
間
を
要
す
る
た
め
、
感
知
後
直
ち
に
警
報
を

発
す
る
必
要
の
あ
る
警
報
設
備
の
非
常
電
源
と

し
て
は
不
適
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
た
め

で
す
。
自
火
報
に
用
い
ら
れ
る
非
常
電
源
の
詳

消
防
用
設
備
等
の
非
常
用
の
電
源
に
関
す
る

規
定
の
中
で
、
自
動
火
災
報
知
設
備（
以
下「
自

火
報
」）と
ガ
ス
漏
れ
火
災
警
報
設
備
に
関
す
る

も
の
は
特
別
な
構
成
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
少
し

詳
し
く
解
説
し
ま
す
。

ま
ず
自
火
報
に
つ
い
て
は
、
消
防
法
施
行
規
則

（
以
下「
消
則
」）に
非
常
電
源
に
関
す
る
規
定
が

あ
り（
消
則
24
条
4
号
）、
非
常
電
源
と
し
て
は

直
交
変
換
装
置
を
有
し
な
い
蓄
電
池
設
備
と
非

常
電
源
専
用
受
電
設
備（
後
述
）し
か
認
め
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
。「
直
交
変
換
装
置
を
有
す
る
蓄
電

池
設
備
」と
い
う
の
は
、
政
府
の「
規
制
改
革
・

民
間
開
放
推
進
3
カ
年
計
画
」に
基
づ
き
平
成

自
動
火
災
報
知
設
備
と
ガ
ス
漏
れ
火
災
警
報
設
備
の

非
常
電
源
と
予
備
電
源

予防塾選講
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自
動
火
災
報
知
設
備
、
ガ
ス
漏
れ
火
災
警
報
設

備
及
び
非
常
通
報
装
置
の
非
常
電
源
と
予
備
電

源
の
関
係
を
解
説
す
る
と
と
も
に
、
長
時
間
の
停

電
の
際
に
、
防
火
関
係
の
非
常
電
源
や
予
備
電
源

に
ど
の
よ
う
な
問
題
が
生
ず
る
か
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
す
。

ん
が
、
消
則
25
条
3
項
1
号
に
基
づ
い
て
定
め

ら
れ
た「
火
災
通
報
装
置
の
基
準
」（
平
成
8
年
消

防
庁
告
示
第
1
号
）第
3
第
12
に
お
い
て
、
火
災

通
報
装
置
に
は
、
予
備
電
源（
常
用
電
源
が
停
電

し
た
場
合
、
待
機
状
態
を
60
分
間
継
続
し
た
後

に
お
い
て
、
10
分
間
以
上
火
災
通
報
を
お
こ
な

う
こ
と
が
で
き
る
容
量
を
有
す
る
密
閉
型
蓄
電

池
）を
設
け
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

非
常
電
源
専
用
受
電
設
備
は
、
非
特
定
防
火

対
象
物
や
延
べ
面
積
が
1
0
0
0
平
方
メ
ー
ト

ル
未
満
の
特
定
防
火
対
象
物
の
非
常
電
源
と
し

て
、
蓄
電
池
設
備
の
代
わ
り
に
認
め
ら
れ
て
い

る
設
備
で
す（
消
則
12
条
1
項
4
号
）。

こ
の
設
備
は
、
常
用
電
源
同
様
電
力
会
社
の

供
給
す
る
電
気
を
用
い
ま
す
が
、
常
用
電
源
と

は
別
系
統
で
受
電
し
一
定
の
安
全
対
策
が
講
じ

ら
れ
て
い
る
こ
と
を
条
件
に
、
非
常
電
源
と
し

て
設
置
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

安
価
で
容
量
に
制
約
が
な
く
停
電
時
の
切
り

替
え
も
円
滑
に
お
こ
な
え
る
と
い
う
長
所
が
あ

り
、
火
災
に
よ
り
短
絡
し
て
常
用
電
源
が
断
た

れ
る
場
合
の
対
策
と
し
て
は
十
分
有
効
で
す
。

非
常
電
源
専
用
受
電
設
備

こ
れ
ら
の
規
定
を
合
わ
せ
読
め
ば
、
受
信
機

に
所
定
の
容
量
の
蓄
電
池（
予
備
電
源
）が
内
蔵

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
前
提
に
、
自
火
報
の
た
め

に
非
常
電
源
を
設
置
す
る
必
要
は
必
ず
し
も
な

い
こ
と
、
及
び
、
ガ
ス
漏
れ
火
災
警
報
設
備
に

つ
い
て
は
非
常
電
源
と
し
て
自
家
発
電
設
備
等

を
用
い
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど

が
わ
か
り
ま
す
。

自
火
報
と
ガ
ス
漏
れ
火
災
警
報
設
備
と
で
非

常
電
源
や
予
備
電
源
の
容
量
が
異
な
って
い
る
の

は
、
静
岡
ゴ
ー
ル
デ
ン
街
の
ガ
ス
爆
発
事
故（
昭

和
55（
1
9
8
0
）年
、
死
者
15
人
）の
後
、
ガ

ス
漏
れ
火
災
警
報
設
備
が
消
防
用
設
備
等
の一種

と
し
て
定
め
ら
れ
て
受
信
機
の
規
格
消
令
が
改

正
さ
れ
た
際（
昭
和
56（
1
9
8
1
）年
6
月
）に
、

ガ
ス
漏
れ
感
知
器
が
作
動
原
理
上
煙
感
知
器
に

比
べ
て
電
気
消
費
量
が
過
大
で
あ
る
こ
と
は
や

む
を
得
な
い
も
の
と
し
て
配
慮
さ
れ
た
た
め
で

す
。消

防
機
関
へ
通
報
す
る
火
災
報
知
設
備
に
つ

い
て
は
、
消
防
法
施
行
令（
以
下「
消
令
」）23
条

に
は
非
常
電
源
設
置
義
務
の
規
定
が
あ
り
ま
せ

火
災
通
報
装
置

主
電
源
の
停
止
及
び
復
旧
に
応
じ
て
自
動
的
に

切
り
替
え
ら
れ
る
こ
と（
同
号
ロ
）な
ど
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
容
量
は
、
60
分

間
監
視
し
2
回
線
を
10
分
間
作
動
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す（
同
号
ホ

（
1
））。

一
方
、
ガ
ス
漏
れ
火
災
警
報
設
備
に
つ
い
て

は
、
非
常
電
源
は
、「
蓄
電
池
設
備
に
よ
る
も
の

と
し
、
そ
の
容
量
は
、
2
回
線
を
10
分
間
有
効

に
作
動
さ
せ
、
同
時
に
他
の
回
線
を
10
分
間
監

視
状
態
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
容
量
以
上
と
す

る
こ
と
」と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、「
2
回
線
を
1

分
間
有
効
に
作
動
さ
せ
、
同
時
に
そ
の
他
の
回

線
を
1
分
間
監
視
状
態
に
す
る
こ
と
が
で
き
る

容
量
以
上
の
容
量
を
有
す
る
予
備
電
源
又
は
…

蓄
電
池
設
備
を
設
け
る
場
合
」は
、
自
家
発
電

設
備
等
で
も
よ
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す（
消
則

24
条
の
2
の
3
第
1
項
7
号
イ
）。

ガ
ス
漏
れ
火
災
警
報
設
備
の
受
信
機
の
予
備

電
源
に
つ
い
て
、
受
信
機
省
令
で
は
、
そ
の
容

量
は「
2
回
線
を
1
分
間
有
効
に
作
動
さ
せ
、

同
時
に
そ
の
他
の
回
線
を
1
分
間
監
視
状
態
に

す
る
こ
と
が
で
き
る
容
量
」と
さ
れ
て
い
ま
す（
受

信
機
省
令
4
条
8
号
ホ（
3
））。
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た
だ
し
、
電
力
会
社
か
ら
の
電
気
が
停
止
す
れ

ば
、
非
常
電
源
と
し
て
は
無
力
で
す
の
で
、
設

置
対
象
は
潜
在
的
な
火
災
危
険
性
が
あ
ま
り
高

く
な
い
防
火
対
象
物
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

非
常
電
源
専
用
受
電
設
備
の
設
置
例
は
相
当

多
く
、
消
防
用
設
備
等
の
非
常
電
源
と
し
て
は

多
数
を
占
め
て
い
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
な

お
、
非
常
電
源
専
用
受
電
設
備
は
、
建
築
基
準

法
令
上
の
予
備
電
源
と
し
て
は
認
め
ら
れ
て
い

ま
せ
ん
。

停
電
時
の
非
常
電
源
に
つ
い
て
考
え
る
と
き
、

ま
ず
大
き
な
問
題
と
な
る
の
は
、
消
防
法
令
上

「
非
常
電
源
専
用
受
電
設
備
」を
用
い
る
こ
と
が

認
め
ら
れ
て
い
る
防
火
対
象
物
で
す
。

高
層
の
事
務
所
専
用
ビ
ル（
令
別
表
第一（
15
）

項
）や
延
べ
面
積
1
0
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満

の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム（
令
別
表
第一（
6
）項
ロ
）な

ど
で
非
常
電
源
専
用
受
電
設
備
が
用
い
ら
れ
て

い
れ
ば
、
停
電
直
後
か
ら
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設

備
、
屋
内
消
火
栓
設
備
、
非
常
警
報
設
備
な
ど

が
作
動
不
能
に
陥
る
可
能
性
が
あ
り
、
こ
の
間

に
万
一
火
災
が
発
生
す
れ
ば
極
め
て
危
険
な
状

停
電
と
非
常
電
源
専
用
受
電
設
備

態
と
な
り
ま
す
。

非
常
電
源
専
用
受
電
設
備
が
設
置
さ
れ
て
い

る
防
火
対
象
物
で
、
停
電
し
て
も
作
動
不
能
に

な
ら
な
い
こ
と
が
基
準
上
保
証
さ
れ
て
い
る
の
は
、

「
非
常
電
源
専
用
受
電
設
備
」が
認
め
ら
れ
て
い

な
い
不
活
性
ガ
ス
消
火
設
備
等
と
、
受
信
機
の

内
部
に
予
備
電
源
を
持
つ
こ
と
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
る
自
火
報
及
び
ガ
ス
漏
れ
火
災
警
報
設

備
だ
け
で
す
。

従
っ
て
、
学
校
、
博
物
館
、
駅
舎
な
ど
、（
不

特
定
）多
数
の
者
が
利
用
す
る
施
設
、
大
規
模

な
施
設
、
無
窓
の
施
設
な
ど
に
非
常
電
源
専
用

受
電
設
備
が
設
置
さ
れ
て
い
れ
ば
、
停
電
時
の

火
災
リ
ス
ク
は
相
当
高
く
な
る
と
考
え
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
災
害
時
に
使
用
さ
れ
る

行
政
機
関
の
庁
舎
な
ど
が
非
常
電
源
を
専
用
受

電
設
備
に
頼
っ
て
い
れ
ば
、
大
き
な
問
題
で
す
。

消
防
庁
舎
な
ど
は
、
改
め
て
確
認
し
て
お
く
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

専
用
受
電
設
備
以
外
の
非
常
電
源
に
つ
い
て

も
、
停
電
に
な
る
と（
火
災
が
発
生
し
な
く
て

も
）自
動
的
に
非
常
電
源
に
切
り
替
わ
る
自
火

報
、
ガ
ス
漏
れ
火
災
警
報
設
備
、
非
常
警
報
設

備
な
ど
感
知
警
報
系
の
設
備
や
誘
導
灯（
照
明

系
の
設
備
）、
建
築
基
準
法
関
係
の
避
難
階
段
や

特
別
避
難
階
段
の
照
明
、
非
常
用
の
照
明
装
置
、

非
常
用
の
進
入
口
の
表
示
灯
な
ど
照
明
系
の
設
備

に
つ
い
て
は
、
停
電
に
な
る
と
同
時
に
電
力
を
消

費
し
始
め
ま
す
の
で
、
長
く
停
電
が
続
く
と
作
動

し
な
く
な
っ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

以
上
の
よ
う
に
、
停
電
中
に
建
物
を
使
う
と

火
災
リ
ス
ク
が
高
く
な
り
、
特
に
非
常
電
源
と

し
て「
非
常
電
源
専
用
受
電
設
備
」を
用
い
て
い

る
も
の
の
リ
ス
ク
は
極
め
て
高
く
な
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
災
害
後
の
停
電
期
間
が
長

期
に
及
ん
だ
り
、
計
画
停
電
が
頻
繁
に
実
施
さ

れ
た
り
す
れ
ば
、
建
物
を
使
わ
ざ
る
を
得
な
い

場
面
も
生
じ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
場
合
に
は
、

消
防
・
防
災
設
備
の
非
常
電
源
に
照
明
や
空
調
の

自
家
発
電
設
備
を
接
続
し
て
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る

な
ど
、
そ
れ
な
り
の
対
策
を
と
っ
た
上
で
使
う
べ

き
だ
と
思
い
ま
す
。

今
後
、
大
規
模
災
害
多
発
の
傾
向
が
顕
著
に

な
る
の
で
あ
れ
ば
、
非
常
電
源
専
用
受
電
設
備

の
あ
り
方
な
ど
も
見
直
し
て
い
く
必
要
が
出
て

来
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

計
画
停
電
や
長
期
停
電
の
防
災
上
の
課
題

68


